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～浪速区のSDGｓの取組み～

「SDGsとわたしたちの人権」を考える
　2月10日（月）に、浪速区役所と大阪市人権啓発推進員
浪速区連絡会の共催により広く区民に参加を呼びかけて、
「地域ふれあいセミナー」を開催しました。　　
　今回は「ＳＤＧｓとわたしたちの人権」をテーマに、一般
財団法人アジア・太平洋人権情報センタ－上席研究員 朴 君 
愛（ぱく くね）さんを招いてご講演いただきました。
〈「地域ふれあいセミナー」アンケートより抜粋〉
●「誰一人取り残さない」ということがキーワードだと学
びました。

●もっとたくさんの人に聞いてもらいたいですね。
●ＳＤＧｓについて、ちょっと理解ができました。
●少し難しいところがあったけど、大切なお話が聞けて良
かったと思います。

　SDGsとは、地球温暖化や環境問題など17目標を2030
年までに達成し、誰もが住み続けられる地球をつくる取り
組みです。浪速区では、誰一人取り残さない住み続けたい
浪速区を目指して、直面する社会課題や地域課題に連携・
協力して取り組むべく、「浪速区SDGｓ推進連携宣言」を
令和元（2019）年11月21日に採択し、区運営方針全体を
ＳＤＧｓの観点からとらえて、区政を進めます。
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■ 連絡先 ■

浪速区役所 市民協働課
☎06-6647-9743

大阪市人権啓発・相談センター
☎06-6532-7651

　どのような落書きでも、放置していると新たな落書
きを生み、そして人を傷つける落書きへと発展します。
　落書きのないまちをみんなの力でつくりましょう。

差別落書きや、
落書きをしている人を発見したら、

ただちに次の連絡先にご連絡ください。

面接又は電話・メールでの相談（無料）

平　日 /９：00～21：00
日・祝 /９：00～17：30

※メール相談は、大阪市HPより メール・人権相談 で検索

　同和問題（部落差別）とは、日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差別により、日本国民の一部の人々
が長い間、経済的、社会的、文化的に低位の状態を強いられ、今なお日常生活の上で様々な差別を受けるな
ど、我が国固有の人権問題です。

「部落差別の解消の推進に関する法律」【平成28（2016）年12月16日施行】
・現在も同和問題（部落差別）が存在していることを確認しつつ、インターネットの普及により情報が拡散し
差別がより深刻化している状況を踏まえ制定されました。
・部落差別の解消に関する施策を講ずる国・地方公共団体の責務を規定し、相談体制の充実や人権教育・人
権啓発に取り組むことが定められています。

・このような状況の中、本市職員が、公共交通機関の施設において、複数回にわたり、同和問題（部落差別）に
関する落書きを行ったことが判明しました。

差別解消と人権行政推進に取り組むべき立場にある本市職員が差別落書きをするといった公務員としてあ
るまじき非違行為を行ったことは、到底看過できず、浪速区役所としても重く受け止めています。
「このようなことを二度と発生させない」という強い決意のもと、再発防止に努めるとともに、部落差別をは
じめとする人権問題を断固として解消・根絶する姿勢で取り組んでまいります。

浪速区長　榊　正文

誰一人取り残さない社会の実現をめざして誰一人取り残さない社会の実現をめざして

　10月 10日（木）に、浪速区役所において人権啓発市民学習会を
開催し、「考えてみませんか？ネット時代の人権感覚」をテーマに、
Facilitator’s LABO〈えふらぼ〉主宰の栗本　敦子さんを招いて
学習会を行いました。
また、10月 1日（火）～ 10月 31日（木）にかけて、区内の各事業
所等により、落書き一斉消去運動を展開しました。

第 36回落書き一掃運動
（兼、第 38回浪速区関係行政機関等人権問題学習会）
第 36回落書き一掃運動
（兼、第 38回浪速区関係行政機関等人権問題学習会）
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